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学
　
会
　
彙
　
報
○
十
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
三
時
よ
り
、
本
学
講
堂
に
お
い
て
、
真
宗
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表
者
並
び
に
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
普
遍
宗
教
と
し
て
の
浄
土
真
宗
―
無
償
の
贈
与
を
平
等
に
分
か
ち
合
う
思
想
―
」
 
本
学
准
教
授
　
井
上
尚
実
「
普
遍
宗
教
と
哲
学
」 
評
論
家
　
柄
谷
行
人
○
十
一
月
二
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
修
士
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
回
心
と
罪
悪
の
関
係
―
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
物
語
を
比
較
し
て
―
」
 
ト
ン
マ
ジ
ー
ニ
・
テ
ィ
モ
テ
オ
「
本
願
成
就
―
欲
生
心
に
た
ま
わ
る
仏
道
―
」
 
橋
本
彰
吾
「
本
願
の
正
機
―
唯
除
の
自
覚
―
」 
 
 
宮
谷
啓
法
「
本
願
成
就
の
仏
道
―
救
わ
れ
ざ
る
自
己
―
」
 
島
添
顕
信
○
十
二
月
一
日
（
木
）
午
後
六
時
よ
り
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
清
沢
満
之
の
念
仏
理
解
―
落
在
と
聞
名
―
」
 
浦
井
　
聡
「
真
実
信
心
」 
村
上
　
顕
「
真
実
信
心
」 
秦
　
智
秀
「
凡
夫
の
慈
悲
」 
澤
邊
敏
夫
「
悪
人
成
仏
―
宿
業
と
本
願
―
」 
玉
井
　
哲
「
真
宗
に
お
け
る
回
心
の
考
察
―
誰
に
で
も
回
心
は
起
こ
り
う
る
の
か
―
」 
田
村
　
賢
○
真
宗
学
会
例
会
活
動
報
告
・
第
三
回
例
会
九
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
「
法
に
背
く
も
の
の
自
覚
―
「
唯
除
」
の
文
の
意
義
―
」 
博
士
課
程
一
回
生
　
山
元
一
志
・
第
四
回
例
会
十
月
十
九
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
「
観
機
可
度
者
」
―
仏
に
よ
る
人
間
観
―
」
 
博
士
課
程
一
回
生
　
天
山
信
楽
「
清
沢
満
之
の
信
念
に
お
け
る
道
徳
の
位
置
」
 
博
士
課
程
二
回
生
　
川
口
　
淳
・
第
五
回
例
会
十
一
月
九
日
（
水)
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
「
願
生
浄
土
」
 
博
士
課
程
三
回
生
　
安
居
宏
淳
・
第
六
回
例
会
十
二
月
七
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
「
真
宗
保
育
を
考
え
る
―
伝
統
の
上
に
現
代
感
覚
が
息
づ
く
保
育
実
践
―
」
 
本
学
専
任
講
師
　
冨
岡
量
秀
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編
　
集
　
後
　
記
　
親
鸞
教
学
第
九
九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
諸
般
の
事
情
に
よ
り
発
刊
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
本
号
の
掲
載
論
文
は
、
谷
眞
理
教
授
に
よ
る
「
親
鸞
に
お
け
る
「
個
の
尊
厳
と
存
在
の
平
等
」
│
│
そ
の
成
就
の
原
理
と
事
実
│
│
」、
水
島
見
一
教
授
に
よ
る
「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
下
）
│
│
「
法
蔵
菩
薩
」
論
│
│
」、
木
越
康
准
教
授
に
よ
る
「
親
鸞
と
末
法
（
上
）」、
藤
原
智
任
期
制
助
教
に
よ
る
「
金
剛
心
の
源
泉
│
親
鸞
の
摂
取
不
捨
観
」
の
四
本
で
す
。
木
越
氏
の
論
文
は
、
本
号
と
次
号
と
の
二
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｃ
・
ド
ビ
ン
ズ
客
員
教
授
の
「
親
鸞
の
多
面
性
│
│
鈴
木
大
拙
と
『
イ
ー
ス
タ
ン
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
』
を
通
し
て
│
│
」
は
、
EBS
創
立
九
十
周
年
・
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
記
念
し
て
二
〇
一
一
年
五
月
一
六
日
に
本
学
響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
公
開
講
演
の
内
容
で
す
。
井
上
尚
実
准
教
授
に
日
本
語
訳
・
校
正
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
以
上
の
論
文
、
講
演
録
に
加
え
、
連
載
中
の
金
子
大
栄
先
生
の
講
義
「『
教
行
信
証
』
の
諸
問
題
」
お
よ
び
安
田
理
深
先
生
の
講
義
「
願
生
論
」
の
筆
録
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
御
味
読
く
だ
さ
い
。
　
震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
前
す
る
問
題
を
、
い
か
な
る
眼
差
し
を
も
っ
て
見
つ
め
、
い
か
に
向
き
あ
い
生
き
る
の
か
。
現
実
の
諸
問
題
か
ら
様
々
な
こ
と
を
問
わ
れ
続
け
る
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
　
問
題
解
決
の
た
め
の
様
々
な
提
言
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
現
実
の
諸
問
題
に
い
か
に
説
得
力
の
あ
る
解
答
を
提
示
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
問
題
の
本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
示
し
、
世
に
問
う
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
清
沢
満
之
先
生
は
「
生
活
問
題
」（『
精
神
界
』
掲
載
）
と
題
す
る
論
考
で
、
国
家
の
問
題
、
社
会
の
問
題
は
私
た
ち
人
間
の
「
生
死
問
題
」
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
た
。
現
前
す
る
諸
問
題
の
本
質
は
、
生
と
死
を
並
有
す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
い
の
ち
の
問
題
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
視
点
を
見
失
い
、
目
先
の
快
適
な
生
活
を
貪
り
、
現
実
の
諸
問
題
を
本
質
か
ら
問
う
視
座
を
持
ち
え
な
か
っ
た
私
自
身
の
あ
り
方
が
、
自
ら
の
い
の
ち
と
、
と
も
に
あ
る
い
の
ち
と
を
脅
か
す
事
態
を
招
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
　
と
も
な
る
い
の
ち
を
生
き
る
者
同
士
が
、
自
ら
の
利
害
を
優
先
し
、
自
他
と
も
に
傷
つ
け
合
わ
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
人
間
の
自
己
中
心
性
と
い
う
罪
を
、
人
間
共
通
の
課
題
と
し
て
見
据
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
　
本
号
巻
頭
の
論
文
で
は
、「
個
の
尊
厳
と
存
在
の
平
等
」
が
真
宗
学
の
視
点
か
ら
問
わ
れ
た
。
い
の
ち
の
尊
厳
と
平
等
を
見
失
わ
せ
る
も
の
は
何
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
私
た
ち
に
回
復
さ
せ
る
も
の
は
何
か
。
　
清
沢
先
生
は
、「
仏
者
は
二
種
の
世
界
」、
す
な
わ
ち
世
間
（
現
実
の
世
界
）
と
出
世
間
（
不
変
の
真
理
）
の
間
を
歩
め
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
人
生
か
ら
、
現
前
す
る
問
題
か
ら
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
常
に
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
自
身
の
現
実
に
、
教
法
を
聞
思
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
。 
（
文
責
　
西
本
）
